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第33号 

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・インタビュー 音楽文化学科
音楽がもっと好きになる！
―学部全体が音楽である意味―

・和香庵
「優れた教育は、優れた教育環境から」

・聖徳大学・聖徳大学短期大学部
第43回聖徳祭 QPASSIONQ

～熱き想いを胸に～

・合同運動会 幼児教育専門学校

・新体操 国民体育大会関東ブロック
予選大会第2位国民体育大会出場

聖徳中学校・高等学校
・お店の工夫が分かった
スーパーマーケット見学

附属小学校
・潮風をからだいっぱい

附属浦安幼稚園

・平成19年度第Ⅲ期 SOA 公開講座のご案内
【
八
杉
先
生
】
音
楽
学
部
に
は
演
奏

学
科
と
音
楽

総
合
学
科
が

あ
り
ま
す
。

特
に
音
楽
総

合
学
科
で
は

「
作
曲
・
音
楽
研
究
」「
音
楽
教
育
」
と

「
音
楽
療
法
」
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

教
育
学
部
で
は
な
い
音
楽
を
ベ
ー

ス
に
し
た
教
員
養
成
は
他
大
学
に

は
な
い
聖
徳
の
特
徴
で
す
。
ま
た
、

作
曲
・
音
楽
研
究
コ
ー
ス
、
音
楽
療

法
コ
ー
ス
で
は
大
学
院
で
も
深
く
、

幅
広
い
学
問
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
w
松
先
生
】
他
大
学
と
比
較
す
る

と
各
専
修
が
少
人
数
で
日
常
的
に

他
の
楽
器
や
専
攻
の
学
生
、
先
生
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
教

員
同
士
も
お
互
い
学
び
あ
い
、
高
め

あ
っ
て
い
ま
す
。

２．
音
楽
文
化
学
科
の
教
育
が
目

指
す
学
生
像
は
？

【
w
松
先
生
】
私
は
卒
業
後
、
何
か

を
伝
え
ら
れ
る
人
に
育
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
演
奏
家
は
音
楽
で

思
い
を
伝
え
ま
す
が
、
教
員
は
言
葉

で
子
ど
も
や
保
護
者
に
思
い
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら

立
派
な
研
究
で
も
相
手
に
伝
わ
ら

な
け
れ
ば
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
文

章
を
書
く
時
、
そ
れ
を
読
む
人
が
楽

し
く
読
め
る
も
の
を
、
ま
た
音
楽
で

つ
く
よ
う
な
、
公
演
を
前
提
に
し
た

授
業
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
八
杉
先
生
】
公
演
等
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
は
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
基

礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
理
論
や

音
楽
史
は
授
業
で
完
結
す
る
の
で

は
な
く
将
来
表
現
を
す
る
た
め
、
生

き
る
た
め
の
基
礎
に
な
っ
て
い
ま

す
。
聖
徳
の
授
業
は
一
つ
の
目
的
に

向
か
っ
て
、
理
論
と
実
践
が
有
機
的

な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
結
び
つ
き

ま
す
。

【
w
松
先
生
】
教
員
採
用
試
験
対
策

と
し
て
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
音
楽

鑑
賞
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
事

前
に
メ
ー
ル
で
曲
の
解
説
を
発
信

し
て
か
ら
、
週
三
回
、
同
じ
曲
を
聴

い
て
い
ま
す
。
小
中
高
等
学
校
の
教

科
書
か
ら
知
っ
て
ほ
し
い
曲
を
選

曲
し
て
い
ま
す
。

【
一
木
先
生
】
私
の
専
門
は
フ
ル
ー

ト
で
す
が
、

フ
ル
ー
ト
し

か
知
ら
な
い

の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
音

楽
学
部
で
は
専
門
的
な
合
奏
技
術

や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
「
合
奏
指
導

法
」
や
、
音
楽
の
歴
史
を
学
ぶ
「
楽

器
学
」
を
通
じ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
全

て
の
楽
器
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。
全

体
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
高
橋
先
生
】
全
学
生
が
教
員
免
許

を
取
得
で
き
る
よ
う
な
体
系
を
考

え
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
を
楽
し
み

な
が
ら
、
全
学
生
が
教
員
免
許
を
取

得
し
て
卒
業
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

４．
学
生
生
活
に
お
い
て
知
識
・
ス

キ
ル
以
外
に
何
を
一
番
身
に
付
け

て
欲
し
い
で
す
か
？

【
高
橋
先
生
】
見
る
こ
と
、
聴
く
こ

と
、
読
む
こ
と
で
す
。
聴
く
の
は
当

然
音
楽
で
す
が
、
ジ
ャ
ン
ル
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
広
く
聴
き
ま
す
。
見

る
こ
と
は
オ
ペ
ラ
だ
け
で
な
く
、
絵

画
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
旅

行
で
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
も
良
い

こ
と
で
す
。
読
む
こ
と
は
譜
面
だ
け

で
な
く
、
活
字
で
あ
れ
ば
何
で
も
良

い
の
で
す
。
先
ず
は
い
ろ
い
ろ
な
文

章
を
読
む
こ
と
で
す
。

【
八
杉
先
生
】
音
楽
学
部
の
教
育
像

は
、
音
楽
家
育
成
で
あ
り
、
学
生
に

音
楽
を
通
じ
て
物
を
考
え
る
こ
と

に
教
育
の
原
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

感
覚
を
磨
く
こ
と
が
教
員
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。
音
楽
は
生
涯
教
育

の
一
環
で
、
生
涯
教
育
と
し
て
最
も

太
い
柱
が
芸
術
だ
と
思
い
ま
す
。

【
w
松
先
生
】
常
識
を
大
切
に
す
る

こ
と
で
す
。

音
楽
家
や
芸

術
家
は
人
と

し
て
昔
か
ら

外
れ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
だ
と
見
ら
れ
が
ち
で
す
。

例
え
ば
「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」

に
登
場
す
る
指
揮
者
と
か
。
人
の
話

を
き
ち
ん
と
聞
く
、
遅
刻
を
し
な
い

等
の
常
識
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
神
様
に
近
づ
き
た
い

と
い
う
芸
術
家
と
し
て
の
精
神
だ

け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
音
楽
家
は
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

５．
在
学
中
の
学
生
及
び
、
こ
れ

か
ら
音
楽
文
化
学
科
を
目
指
す
学

生
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

【
一
木
先
生
】
自
分
の
将
来
を
見
据

え
て
、し
っ
か
り
し
た
目
標
を
も
ち
、

き
ち
ん
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

【
w
松
先
生
】
私
は
音
楽
オ
タ
ク
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
広
く

勉
強
す
る
の
も
良
い
こ
と
で
す
が
、

私
は
む
し
ろ
狭
く
て
も
良
い
の
で

深
く
追
求
し
、
勉
強
し
て
欲
し
い
。

一
つ
で
も
オ
タ
ク
を
や
る
と
他
を

知
る
と
き
に
応
用
が
利
き
ま
す
。

【
高
橋
先
生
】
音
楽
は
楽
し
い
の
で

す
が
、
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す
。
楽

し
い
、
つ
ら
い
そ
れ
は
波
の
よ
う
に

誰
に
も
来
ま
す
。
け
れ
ど
ど
ん
な
時

も
音
楽
を
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
が
一

番
大
切
で
す
。
一
日
休
む
と
、
二
日

戻
る
。
一
週
間
休
む
と
一
月
以
上
戻

る
と
い
わ
れ
、
せ
っ
か
く
の
積
み
重

ね
が
く
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん

な
時
も
辛
抱
強
く
、
忍
耐
強
く
や
っ

て
欲
し
い
。
今
の
学
生
に
は
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
高
等
学
校
ま

で
は
問
題
に
正
解
・
解
答
が
あ
り
ま

す
。
正
し
い
学
習
を
す
れ
ば
必
ず
正

解
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
し
か
し
、

大
学
以
後
は
正
解
が
あ
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
正
解
を
見
つ
け
る
、

正
解
に
た
ど
り
着
く
過
程
が
学
習

で
あ
り
、
研
究
で
す
。
正
解
に
一
生

た
ど
り
着
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
追
い
求
め
る
こ
と
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。
正
解
は
人
が
探
し
て
く

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
探
す
も

の
で
す
。

I N D E X
学園────────── 1～2
大学院・大学・短大───3～4
幼児教育専門学校──── 5
附属中・高 ──────── 5
聖徳中・高 ──────── 5
小学校 ────────── 6
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

は
、
そ
れ
を
聞
く
と
き
に
楽
し
く
な

る
よ
う
な
音
楽
を
心
掛
け
る
よ
う

学
生
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

【
一
木
先
生
】
演
奏
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
相
手
を
喜
ば
せ
、
何
か
を
感
じ

さ
せ
、
楽
し
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
卒
業
後
全
員
が
音
楽
家

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

音
楽
が
一
生
の
楽
し
み
に
な
り
、
子

ど
も
に
そ
の
楽
し
み
を
伝
え
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
思
い
ま
す
。

【
高
橋
先
生
】
音
楽
、
特
に
合
奏
は

集
団
で
音
を
出
す
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
は
一
人
ひ
と
り
の
出

す
音
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
例
え
ば
野
球
で
は
、
ボ
ー

ル
扱
い
は
で
き
て
も
チ
ー
ム
プ
レ

イ
が
で
き
な
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
代

表
選
手
に
選
ば
れ
ま
せ
ん
。
音
楽
は

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
す
。
オ
ペ
ラ
で
も

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
何
百
人
が
一
つ

の
音
楽
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
よ

う
な
人
材
を
送
り
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

３．
特
徴
的
な
授
業
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。（
各
先
生
の
授
業
の

特
徴
）

【
高
橋
先
生
】
音
楽
学
部
で
は
授
業

の
中
で
、
第
九
や
オ
ペ
ラ
の
公
演
に

参
加
で
き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
が
公
演
に
結
び

１．
学
科
の
特
色
は
？
　
他
大
学

の
同
系
学
科
と
の
違
い
は
？

【
高
橋
先
生
】
音
楽
学
部
で
は
音
楽

を
通
し
た
人

間
教
育
が
最

も
重
要
な
テ

ー
マ
で
す
。

人
間
教
育
は

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
磨
く
教
育

と
同
時
に
、
自
分
以
外
の
人
間
と
い

か
に
上
手
く
調
和
を
取
っ
て
「
和
」

を
作
っ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。
調

和（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）を
維
持
す
る
に

は
ル
ー
ル
、
つ
ま
り
約
束
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
押
さ
え
た
教
育
で
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。聖
徳
の
教
育
は
、

規
律
と
調
和
の
基
礎
理
論
と
自
由

な
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
音
楽

学
部
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教
育
は
そ

の
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。 音

楽
学
部（

）

高橋大海先生

Q1
学
科
の
特
色
は
？
他
大
学

の
同
系
学
科
と
の
違
い
は
？

Q2
音
楽
文
化
学
科
の
教
育
が
目

指
す
学
生
像
は
？

Q3
特
徴
的
な
授
業
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。（
各
先
生
の
授

業
の
特
徴
）

Q4
学
生
生
活
に
お
い
て
知
識
・

ス
キ
ル
以
外
に
何
を
一
番
身

に
付
け
て
欲
し
い
で
す
か
？

Q5
在
学
中
の
学
生
及
び
、こ
れ
か

ら
音
楽
文
化
学
科
を
目
指
す

学
生
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

一木瑛美先生

q松晃子先生

八杉忠利先生

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

推
薦
コ
ン
サ
ー
ト

２００８年1月１３日（日）
●入場料：1,500円（全自由席）
●会場：サントリーホール 小ホール
●主催：聖徳大学音楽研究センター

出演者　　　　　　　　　　　　　　　　　曲目

13時00分 開演（12時30分開場）

お問い合わせ

聖徳大学音楽研究センター事務局
Tel.047-365-1111（大代）

山本　矩子
菊池亜瑠美
大沼紗和子
飯笹　史佳
矢島　華恵
小牟禮玲菜
村石　絵里
本橋　由圭

佐藤　弥生
島村　結花
鈴木　花織

ベートーヴェン：ピアノソナタ 第３番　ハ長調　作品2-3 第１楽章

ベートーヴェン：ピアノソナタ 第13番　変ホ長調　作品27-1 第3, 4楽章

ベートーヴェン：ピアノソナタ 第18番　変ホ長調　作品31-3 第１楽章

ベートーヴェン：ピアノソナタ 第26番　変ホ長調　作品81a 第2, 3楽章

J.S.バッハ：トッカータ 第２番　ホ短調　BWV914

ベルク：ピアノソナタ 作品１

J.S.バッハ：パルティータ 第４番 ニ長調　BWV828

フォーレ：アンプロンプチュ 第３番　変イ長調　作品34
ヴァルス・カプリス 第２番　変ニ長調　作品38

ラフマニノフ：ピアノソナタ 第２番　変ロ短調　作品36（1931年）

バッハ＝ブゾーニ：シャコンヌ

リスト：《２つの伝説》１．小鳥に説教するアッシジの聖フランシスコ
２．波を渡るパオラの聖フランシスコ

聖
徳
大
学
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス

―
学
部
全
体
が
音
楽
で
あ
る
意
味
―

音
楽
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

音
楽
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）で
開
催
。

音
楽
の
専
門
教
育
に
三
十
七
年
の
歴
史
を
も
つ
聖
徳
学
園
。
平
成
二
十
年
四
月
よ
り
人
文
学
部

音
楽
文
化
学
科
が
音
楽
学
部（
演
奏
学
科
・
音
楽
総
合
学
科
）と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
今
回

は
音
楽
文
化
学
科
の
先
生
に
進
化
し
続
け
る
聖
徳
の
音
楽
教
育
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

音
楽
文
化
学
科

学
科
長

高
橋
大
海
先
生

教
　
授

八
杉
忠
利
先
生

教
　
授

一
木
瑛
美
先
生

教
　
授

h
松
晃
子
先
生

平
成
二
十
年

四
月
新
設
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去
る
平
成
十
九
年
六
月
二
日

（
土
）に
、聖
徳
大
学
生
涯
学
習

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会

第
四
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
川
並
弘
昭

同
窓
会
連
合
会
長
か
ら
「
聖
徳

学
園
の
同
窓
会
員
も
約
十
三
万

人
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
が

ま
す
ま
す
元
気
に
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
は
、
平
成
十
八

年
度
収
支
決
算
・
平
成
十
九
年

度
収
支
予
算
及
び
平
成
十
八
年

度
事
業
報
告
・
平
成
十
九
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
の

中
で
は
、
利
根
山
光
人
先
生
の

ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
壁
画
「
若
さ
」

の
移
設
作
業
風
景（
大
学
校
舎

の
改
築
に
伴
い
、
旧
一
号
館
か

ら
新
一
号
館
へ
移
設
）を
同
窓

会
連
合
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
掲
載
し
た
事
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
下
段
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク

セ
ス
し
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
覧
下

さ
い
。

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
の

協
議
の
中
で
は
、
聖
徳
フ
ラ
ッ

シ
ュ
八
月
号
で
も
ご
紹
介
し
た

通
り
、
同
窓
会
連
合
会
の
愛
称

を
『
聖
徳
菊
水
会
』
に
決
定
し

ま
し
た（
三
十
四
件
の
応
募
が

あ
り
、
森
田
節
子
さ
ん
の
作
品

に
決
定
）。
併
せ
て
、『
聖
徳
菊

水
会
』
の
名
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
同
窓
会
連
合
会

か
ら
各
学
校
の
卒
業（
園
）

生
へ
記
念
品
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
は
聖
徳
学
園
創
立

七
十
五
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
、
聖
徳
菊

水
会（
聖
徳
学
園
同
窓
会

連
合
会
）
の
更
な
る
充

実
・
発
展
を
目
指
し
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

十
月
二
十
六
日（
金
）、
聖
徳

大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
お

い
て
、聖
徳
大
学
第
四
回
オ
ペ
ラ

公
演
「
魔
笛
」
が
シ
リ
ー
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
は
高
橋
大
海
音
楽
文
化

学
科
長
の
指
揮
の
も
と
、
本
学

教
員
と
大
学
院
生
に
よ
る
歌
手

陣
、
音
楽
文
化
学
科
の
学
生
と

大
学
院
生
に
よ
る
合
唱
、
聖
徳

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の

登
場
は
昨
年
に
続
き
二
度
目
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
一
般

チ
ケ
ッ
ト
は
即
完
売
し
、
チ
ケ

ッ
ト
を
入
手
で
き
な
か
っ
た

方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
前
日
二
十
五
日（
木
）に
は

ゲ
ネ
プ
ロ（
本
番
直
前
の
最
終
リ

ハ
ー
サ
ル
）を
公
開
し
、
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
公
演
が
始
ま
る
と
、
ド
ラ
マ

の
展
開
を
見
守
る
凛
と
し
た
空

気
が
会
場
を
満
た
し
、
ま
た
、
楽

し
い
場
面
で
は
本
学
学
生
も
一

般
の
お
客
様
と
共
に
笑
い
声
を

上
げ
、
公
演
終
了
後
に
は
、
一

般
の
お
客
様
か
ら
「
音
楽
を
満

喫
し
、
ド
ラ
マ
に
引
き
込
ま
れ

て
オ
ペ
ラ
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ

た
。」と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
、
本
学
園
は
創
立
七
十

五
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

を
期
に
音
楽
文
化
学
科
は
音
楽

学
部
へ
と
発
展
し
ま
す
。
ま
た
、

創
立
七
十
五
周
年
記
念
行
事
と

し
て
二
〇
〇
八
年
九
月
二
十
八
日

（
日
）サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

「
魔
笛
」の
公
演
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
二
〇
〇
八
年

十
月
二
十
四
日（
金
）に
は
シ
リ

ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
再
度

登
場
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
お

越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

本
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ

る〝
和
〞の
教
え
を
香
り
ゆ
か
し

く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和

五
十
七（
一
九
八
二
）年
、
先
代

の
裏
千
家
御
家
元
　
千
宗
室

宗
匠（
現
、
鵬
雲
斎
汎
叟
　
千

玄
室
　
宗
匠
）に
よ
っ
て
名
づ
け

ら
れ
た
茶
室
「
和
香
庵
」
は
、
ま

さ
し
く
本
学
の〝
聖
徳
教
育
〞を

行
う
中
心
的
な
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
茶

室
は
、
二
十
五
年
前
に
京
都
の

山
本
隆
章
棟
梁
が
一
年
と
五
ヶ

月
を
か
け
、
丹
精
を
込
め
て
建

て
ら
れ
た
、
日
本
の
伝
統
的
な

数
寄
屋
建
築
で
す
。
こ
れ
ま
で

一
号
館
二
階
に
位
置
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
一
号
館
の

建
設
に
あ
た
り
、「
和
香
庵
」

も
新
た
な
る
場
所
に
移
築

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
移
築
に
は
、
再
び

京
都
の
山
本
棟
梁
の
手
に

よ
っ
て〝
大
ば
ら
し
〞と
呼

ば
れ
る
、
柱
と
柱
を
枠
の

よ
う
に
壁
ご
と
取
り
外
し

て
そ
の
ま
ま
移
動
さ
せ
る

工
法
で
、
滞
り
な
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
新
た
な
命
を
吹
き

込
ま
れ
た
水
屋
と
八
帖
間
（
広

間
）の
間
に
「
中
廊
下
」、
広
間
の

窓
外
に
は
「
通
路
」
が
新
た
に
造

ら
れ
ま
し
た
。
三
帖
間（
小
間
）

に
は
、
魔
除
け
の
木
と
も
言
わ

れ
る
槐
や
赤
松
の
柱
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
屋
上
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
茶
会
が
楽
し
め
る
よ
う

に
つ
く
ら
れ
た
十
帖
二
間
続
き

の
作
法
室
が
あ
り
ま
す
。
茶
室

の
外
回
り
に
は
庇
が
設
け
ら

れ
、
作
法
室
へ
続
く
壁
に
は

白
竹
を
貼
る
な
ど
の
細
か
い

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
一
号
館
内
に
建
て

ら
れ
た
茶
室
に
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
全
く
の
別
世

界
で
、
ま
る
で
五
百
年
前
に

立
ち
戻
っ
た
よ
う
な
不
思
議

な
感
覚
に
落
ち
居
り
ま
す
。

茶
道
は
室
町
時
代
に
生
ま

れ
、
千
利
休
に
よ
っ
て
確
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
世

界
の
国
々
に
そ
の
作
法
が
広
ま

っ
て
お
り
ま
す
が
、「
一
期
一
会
」

と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
誠
実
な
心
で
人
に
接
す
る

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
、
心
が
清
め
ら
れ
る

よ
う
な
場
所
が「
和
香
庵
」で
す
。

聖
徳
学
園
で
は
年
月
を
経
て

も
、
創
立
者
の
理
想
と
す
る
「
優

れ
た
教
育
は
、
優
れ
た
教
育
環

境
か
ら
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

「
優
れ
た
教
育
は
、

優
れ
た
教
育
環
境
か
ら
」

聖
徳
大
学
の
同
窓
会
で
あ
る

香
和
会
は
、
卒
業
生
七
万
人
を

数
え
、
来
年
学
園
創
立
七
十
五

周
年
の
年
に
、四
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
創
立
三
十
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
支
部

作
り
も
、
現
在
は
七
支
部

と
な
り
、
毎
年
秋
に
は
全

国
各
地
で
懐
か
し
く
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

他
大
学
に
は
無
い
支
部

パ
ー
テ
ィ
ー
の
特
徴
は
、
な

ん
と
言
っ
て
も
川
並
弘
昭

学
園
長
自
ら
参
加
し
、
卒

業
生
の
人
生
あ
ふ
れ
る
近

況
報
告
を
聞
き
、
学
園
の

発
展
を
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ

る
事
で
す
。ま
た
、川
並
弘
純

副
学
園
長
、
川
並
芳
純
附

属
中
高
校
長
、
川
並
孝
純

事
務
局
次
長
が
、
次
世
代

の
聖
徳
の
心
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
の
一
番
手
は
、
九
月
二

十
三
日（
日
）
北
陸
・
上
信
越
支

部（
横
山
ち
づ
る
支
部
長
）で
す
。

新
潟
県
直
江
津
の
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
イ
カ
ヤ
で
、
学
園
長
、

事
務
局
次
長
を
含
め
参
加
者
十

五
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
、
地
震
の
被
害
に
見
舞

わ
れ
、
今
年
も
中
越
沖
地
震
が

あ
っ
た
地
域
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
園
長
先
生
に
一
目
で
も

お
会
い
し
た
い
と
五
分
間
顔
を

見
せ
て
く
れ
た
小
学
校
教
員
の

会
員
、
養
護
教
諭
と
し
て
三
十

五
年
務
め
上
げ
た
会
員
、
保
育

士
と
し
て
子
育
て
後
、
職
場
復

帰
を
遂
げ
た
会
員
、
中
学
校
事

務
職
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

会
員
等
、一
人
ひ
と
り
が
誠
実
で

地
道
な
聖
徳
ら
し
さ
と
新
潟
の

暖
か
い
土
地
柄
を
表
し
て
い
ま

し
た
。

二
番
手
は
、
十
月
十
三
日（
土
）

近
畿
・
中
国
・
四
国
支
部（
清
藤
知

子
支
部
長
）が
、
兵
庫
県
神
戸
の

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
神
戸
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
で
、
学
園
長
、
副
学
園
長

を
含
め
十
五
人
と
子
ど
も
一
人

計
十
六
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
大
震
災
以
後
は
じ
め
て

神
戸
で
開
催
さ
れ
た
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
で
し
た
が
、
滋
賀
県
近

江
八
幡
か
ら
一
回
生
の
会
員
、

岡
山
県
倉
敷
か
ら
参
加
の
会
員
、

高
松
か
ら
小
学
校
臨
時
教
員
を

し
て
い
る
初
等
教
育
三
十
回
生

の
会
員
、
遠
く
福
岡
県
か
ら
三

歳
の
お
子
さ
ん
と
参
加
し
た
元

事
務
局
に
勤
め
て
い
た
太
田（
旧

姓
野
口
）さ
ん
ま
で
、
広
範
囲
の

会
員
の
参
加
と
、
支
部
ス
タ
ッ

フ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
演

奏
で
盛
り
上
が
っ
た
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
で
し
た
。

そ
の
後
十
月
二
十
一
日（
日
）

静
岡
で
の
甲
州
・
中
部
・
東
海

支
部（
稲
垣
洋
子
支
部
長
）、
十

月
二
十
八
日（
日
）
仙
台
で
の

北
海
道
・
東
北
支
部（
石
川
優

子
支
部
長
）、
十
一
月
三
日（
土
）

那
覇
で
の
九
州
・
沖
縄
支
部

（
豊
川
洋
子
支
部
長
）
が
行
わ

れ
、
今
後
は
十
二
月
九
日（
日
）

大
学
で
の
北
関
東
支
部（
中
川

庸
子
支
部
長
）、
南
関
東
支
部

（
広
瀬
晴
美
支
部
長
）合
同
支

部
パ
ー
テ
ィ
ー
が
続
々
開
催

さ
れ
ま
す
。

聖
徳
の
和
と
絆
を
深
め
る
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

今
年
も
全
国
七
支
部
で
開
催

9月23日（日） 北陸・上信越支部パーティー

10月13日（土） 近畿・中国・四国支部パーティー

聖
徳
大
学
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

第
四
回
オ
ペ
ラ
公
演

「
魔
笛
」
を
終
え
て

同窓会連合会公式ホームページ■ http://www.seitoku.jp/dosorengokai

評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

ひ
さ
し

え
ん
じ
ゅ

香
和
会

大
学
・
短
大
同
窓
会

聖
徳
菊
水
会

同
窓
会
連
合
会
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本
学
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
か

す
が
荘（
長
野
県
佐
久
市
）に
、

こ
の
た
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

新
設
さ
れ
、十
月
二
十
五
日（
木
）

に
開
場
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

学
園
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
元

の
官
公
庁
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
等
関
係
者
の
方
々
総
勢
八
十

一
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

式
典
は
川
並
弘
純
副
理
事
長

及
び
地
元
有
力
者
五
名
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
始

球
式
、
地
元
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
関
係
者
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
戦
、
落
慶
法
要
と
続
き
、つ
つ

が
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
祝
辞
の
中
で
、
佐
久

市
長
代
理
の
佐
久
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
木
内
清
様
か
ら
は

「
温
泉
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
セ

ッ
ト
で
楽
し
み
な
が
ら
の
健
康

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
」、
ま
た
、

望
月
地
区
体
育
協
会
会
長
の
土

屋
東
一
郎
様
か
ら
は
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
大
き
な
大
会
を
か
す

が
荘
に
誘
致
す
る
よ
う
に
体
育

協
会
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
」
と
の
力
強
い
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
か
す
が

荘
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
コ
ー
ル
に

て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
地
元
の

望
月
小
唄
保
存
会
の
皆
様
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行

わ
れ
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

今
後
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
、

地
元
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し

て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
か
す
が
荘
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

高
校
生
が
進
学
先
を
検
討
す

る
際
に
、
重
要
な
判
断
材
料
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
、
そ
れ
は
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
Ｏ
Ｃ
）

で
す
。
本
学
で
は
、
少
し
で
も

多
く
の
受
験
生
・
高
校
生

に
来
校
し
て
頂
け
る
よ

う
、
毎
月
一
〜
二
回
、
年

間
計
十
六
回
も
の
Ｏ
Ｃ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
に

も
足
を
運
ん
で
頂
け
る

よ
う
日
曜
日
開
催
と
し
、

予
約
不
要
・
入
退
場
自
由

と
し
て
い
ま
す
。
肝
心

の
中
身
に
つ
き
ま
し
て

も
、
毎
回
新
し
い
内
容

を
計
画
し
、
時
期
に
応

じ
た
も
の
や
、
受
験
生

に
と
っ
て
有
益
な
も
の

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
例
と

し
て
、
去
る
十
月
十
四
日（
日
）

に
開
催
し
た
Ｏ
Ｃ
を
皆
さ
ん

に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
開
催
時
期
を
踏

ま
え
た
、
机
上
の
説
明
だ
け
で

な
い
参
加
型
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

来
校
す
る
受
験
生
の
満
足
度
を

上
げ
る
方
法
と
し
て
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
来
校
者
の
満
足

度
の
向
上
を
目
標
に
、
少
し
で

も
多
く
の
受
験
生
の
皆
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
頂
け
る
よ
う
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

十
月
六
・
七
日（
土
・
日
）に
行

わ
れ
た
「
松
戸
ま
つ
り
」
の
協

力
企
画
と
し
て
、
聖
徳
大
学
生

涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー

（
聖
徳
大
学
十
号
館
）二
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
、『
郷
土
玩
具
を
楽

し
も
う
展
―
遊
ぶ
・
動
か
す
・

か
ら
く
り
玩
具
―
』
を
開
催
し
、

だ
る
ま
や
か
ら
く
り
で
動
く
玩

具
、
笛
な
ど
音
の
出
る
玩
具
、

人
形
遊
び
の
玩
具
、
凧
な
ど
を

展
示
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
の「
生

き
が
い
探
し
の
時
代
」
の
受
講

生
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
創
年

く
ら
ぶ
」
の
メ
ン
バ
ー
や
、
市
民

大
学
講
座
「
郷
土
玩
具
を
知
る
・

学
ぶ
・
展
示
す
る
」
の
受
講
生
が

ガ
イ
ド
を
担
当
し
ま
し
た
。
多

く
の
来
場
者
は
か
ら
く
り
玩
具

の
実
演
や
実
際
に
自
分
で
動
か

す
体
験
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

ま
た
、
伊
勢
丹
通
り
商
店
会

で
は
、
聖
徳
ピ
ー
シ
ー
ズ
、
生

涯
教
育
文
化
学
科
、
児
童
学
科

生
涯
学
習
指
導
者
コ
ー
ス
、
生

涯
学
習
研
究
同
好
会
「
り
り
ー

ず
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
同
好
会
な

ど
の
学
生
と
と
も
に
「
ふ
わ
ふ

わ
ぞ
う
さ
ん
」、「
ナ
イ
ン
ゴ
ー

ル
バ
ス
ケ
ッ
ト
」、「
ス
ト
ッ
プ

ザ
ウ
ル
ス
」、「
バ
ウ
ン
ド
シ
ュ
ー

ト
」
な
ど
の
遊
具
の
誘
導
・
案
内

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
聖

徳
わ
く
わ
く
イ
ベ
ン
ト
」
と
し

て
、
学
生
が
企
画
し
た
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
や
ピ
エ
ロ
に
扮
し

て
の
大
道
芸
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
、
子
ど
も

向
け
の
体
操
や
ク
イ
ズ
大
会
、

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
行
い
大
成
功

を
収
め
ま
し
た
。

日
頃
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
地

域
活
動
な
ど
を
学
ん
で
い
る
学

生
た
ち
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち

で
考
え
た
企
画
を
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
実
践
す
る
と
て
も
良

い
活
動
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

と
し
て
は
、
市
民
の
方
々
と
と

も
に
松
戸
ま
つ
り
に
参
加
し
た

こ
と
を
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
研

究
な
ど
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

爽
和
会
で
は
、
毎
年
附
属
中

学
校
・
高
等
学
校
の
聖
徳
祭
の
一

般
公
開
日
に
、
卒
業
生
に
よ
る

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆

押
し
花
　
無
料
体
験
講
座
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は
五
期

生
の
横
田
正
子
さ
ん
、
佐
藤
寿

子
さ
ん
、
篠
原
久
美
子
さ
ん
の

三
名
で
す
。
今
回
で
六
回
目
を

数
え
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
大

好
評
の
企
画
な
の
で
来
年
も
実

施
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

最
近
は
、
爽
和
会
の
活
動
も

少
し
ず
つ
活
発
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
卒
業
生
か
ら
の
情
報
も

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十

一
月
は
音
楽
科
卒
業
生
に
よ
る

演
奏
会
が
二
回
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
十
八
期
生
が
十
一
月
十
日

（
土
）船
橋
の
き
ら
ら
ホ
ー
ル
で
、

十
九
期
生
が
十
一
月
二
十
四
日

（
土
）、
附
属
高
校
の
奏
楽
堂
で

演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業

生
の
活
躍
す
る
姿
は
、
現
役
の

中
学
生
・
高
校
生
の
励
み
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
爽
和
会
の
「
和
」
が
広
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆
押
し
花

体
験
講
座

第
三
十
四
回

松
戸
ま
つ
り

〜
来
校
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
〜

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
実
施
報
告

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

「
か
す
が
荘
」に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

通
信
教
育
部
で
は
毎
月
一
〜

二
回
の
入
学
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
九
月
三
十
日

（
日
）・
十
月
二
十
八
日（
日
）の

二
日
間
、
聖
徳
大
学
の
通
信
教

育
部
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
入
学
説

明
会
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
説
明
会
は
全
体
説

明
会
が
中
心
で
し
た
が
、
今
回

実
施
し
た
説
明
会
で
は
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
在
学
生
・
卒
業

生
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
一
対
一
の
対
面
式
を
重
視
し

た
相
談
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

通
学
と
は
異
な
り
通
信
教
育

で
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、

免
許
取
得
だ
け
を
希
望
し
て
い

る
方
、
仕
事
を
し
な
が
ら
学
び

た
い
方
や
育
児
や
介
護
を
し
な

が
ら
学
ば
れ
る
方
、
と
い
っ
た
よ

う
に
一
人
ひ
と
り
が
様
々
な
境

遇
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
全
体
説
明
会
の
み
で
は
、
知

り
た
か
っ
た
内
容
全
て
を
カ
バ

ー
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
今
回
の
よ
う
な
対
面
式

説
明
会
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
説
明
会
の
も
う
一
つ

の
目
玉
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
が
あ
り
ま
す
。
通
信
の
学
生

は
学
内
施
設
を
利
用
で
き
な
い

と
誤
解
を
し
て
い
る
入
学
希
望

者
も
多
く
、
誤
解
を
解
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

入
学
説
明
会
は
例
年
に
比

べ
、
倍
近
く
の
方
に
来
訪
し
て

い
た
だ
き
、
入
学
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
少
し
は
応
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

四
月
生
の
募
集
時
も
今
期
の

反
省
点
を
生
か
し
、
よ
り
充
実

し
た
入
学
説
明
会
の
実
施
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
学
説
明
会
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

通
信
教
育
部

※
前
号
に
誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
児
童
学
部
』→

『
人
文
学
部
』

児
童
学
部
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
の
新
設
で
す
。始球式

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

〜
生
涯
学
習
研
究
所
と

学
生
の
か
か
わ
り
〜

十
月
十
四
日（
日
）、
曇
り
。
受
験
生
と
保
護
者
を
合
わ
せ
て
二

百
五
十
名
以
上
の
方
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
入
試
相
談
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
在
学
生
と
の

ト
ー
ク
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
推
薦
入
試
直
前
の
受

験
生
に
役
立
つ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
面
接
必
勝
講
座
」「
面
接
室

入
室
・
退
室
練
習
コ
ー
ナ
ー
」「
作
文
必
勝
講
座
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
「
楽
し
い
学
び
体
験
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
来

校
者
参
加
型
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
、
児
童
学
科
の
学
生
に

よ
る
手
遊
び
や
、
英
米
文
化
・
外
国
語
学
科
の
学
生
に
よ
る
英
語

の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

爽
和
会

附
属
中
高
同
窓
会
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聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行

第
一
班
に
参
加
し
て

青
柳
香
織
さ
ん

青
柳
香
織
さ
ん

人
文
学
部
児
童
学
科

小
学
校
教
員
育
成
コ
ー
ス

三
年
Ｂ
ク
ラ
ス

九
月
十
九
日（
水
）、
私
達
は
成

田
か
ら
十
二
時
間
の
空
の
旅
を

終
え
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
に
到
着
し
ま
し
た
。
午
後
六
時

を
過
ぎ
る
と
い
う
の
に

空
は
ま
だ
ま
だ
明
る
く
、

そ
し
て
ド
イ
ツ
の
空
気

は
と
て
も
澄
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。今

回
の
研
修
旅
行
で

は
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス

の
文
化
遺
産
や
博
物

館
、
美
術
館
を
見
学
す

る
他
に
、
一
つ
の
施
設

と
二
つ
の
小
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

五
日
目
に
行
く
は
ず
だ
っ
た

ド
イ
ツ
の
マ
リ
ー
エ
ン
広
場
が

ビ
ー
ル
祭
の
影
響
で
見
学
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残

念
で
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
ヴ
ィ
ー
ス
教
会
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
外
観
は
牧
場

に
囲
ま
れ
た
一
般
的
な
教
会
で

す
が
、
内
部
の
美
し
さ
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
コ
コ
様
式
の
装
飾
が
素
晴
ら

し
く
、
天
井
や
壁
面
が
フ
レ
ス

コ
画
で
覆
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

い
つ
か
ま
た
、
こ
こ
に

来
て
み
た
い
と
思
え
る

教
会
で
し
た
。

ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
の

小
学
校
で
は
、
学
校
の

特
色
を
先
生
か
ら
話
し

て
い
た
だ
き
、
幼
稚
園

や
学
童
保
育
も
見
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
子
ど

も
た
ち
と
折
り
紙
を
折

っ
て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
授
業

を
見
学
し
た
り
、
実
際
に
授
業

に
参
加
し
た
り
と
充
実
し
た
時

間
が
送
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
と
ド
イ
ツ
語
で
話
す
こ
と
は

あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
表
情

や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使
っ

て
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

こ
の
研
修
旅
行
に
よ
っ
て
、

毎
日
が
貴
重
な
体
験
続
き
の
十

二
日
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
体
験
を
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

去
る
十
月
六
日（
土
）に
行
わ

れ
た
児
童
学
科
・
児
童
学
科
夜

間
主
・
保
育
科
Ⅰ
部
・
保
育
科
Ⅱ

部
二
年
生
に
よ
る
第
四
十
三
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
保
護
者
・
先
生

方
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
も
ご
来
場
頂
き
、
熱
い
拍

手
を
頂
き
ま
し
た
。
二
年
生
の

演
技
者
も
そ
れ
に
影
響
を
受
け

て
、
一
段
と
磨
き
の
か
か
っ
た

演
技
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
一

人
ひ
と
り
の
演
技
に
対
す
る
情

熱
と
練
習
が
十
分
に
活
か
さ

れ
、
学
生
生
活
の
素
晴
し
い
思

い
出
と
な
る
晴
れ
舞
台
と
な
り

ま
し
た
。

ク
ラ
ス
内
で
の
討
論
・
議
論
・

厳
し
い
練
習
を
こ
な
し
て
い
く

過
程
で
、
ひ
と
つ
の
芸
術
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
く
大
変
さ
を

学
生
達
も
感
じ
た
と
思
い
ま

す
。
学
生
達
の
発
表
会
に
対
す

る
姿
勢
・
先
生
方
の
熱
心
に
指

導
す
る
姿
か
ら
改
め
て
「
保
育

の
聖
徳
○Ｒ
」
の
伝
統
を
感
じ
ま

し
た
。

こ
こ
で
得
た
経
験
は
、
将
来

教
育
者
と
し
て
巣
立
つ
た
め
の

糧
と
な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

去
る
十
一
月
十
日（
土
）・
十

一
日（
日
）に
行
わ
れ
た
聖
徳
祭

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
変
活

気
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
Q
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Q
〜
熱
き
想
い
を

胸
に
〜
』。
こ
こ
に
は
今
回
の

聖
徳
祭
へ
向
け
た
学
生
た
ち
の

意
気
込
み
が
こ
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
想
い
が
学
園
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

学
園
祭
二
日
間
を
と
お
し
て

行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
野
外
ス

テ
ー
ジ
の
発
表
は
、
あ
い
に
く

の
雨
に
よ
り
一
日
目
は
屋
内
で

の
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

団
体
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
て
き
た
成
果
を
思
う
存
分
に

発
揮
し
、
観
に
来
ら
れ
た
お
客

様
方
か
ら
熱
い
拍
手
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各

学
科
・
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
・
同
好

会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
や

販
売
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

特
色
が
活
か
さ
れ
、
ご
来
校
い

た
だ
い
た
皆
様
も
興
味
深
く
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
一
日
目
に
行

わ
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
、
学
生
・
教
職
員
・
教
職

員
と
学
生
の
混
合
と
い
っ
た

様
々
な
形
で
つ
く
ら
れ
た
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
二
日

目
に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
招
待
試
合

が
行
わ
れ
、
選
手
達
は
思
い
思

い
の
プ
レ
ー
で
試
合
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

学
生
達
は
〝
熱
き
想
い
を
胸

に
〞と
い
う
テ
ー
マ
の
と
お
り
、

こ
の
二
日
間
の
た
め
に
熱
意
を

持
っ
て
準
備
に
取
り
組
み
、
ま

た
ご
来
校
い
た
だ
い
た
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
ま
し
た
。
こ
の
学
園
祭
で

得
た
達
成
感
は
、
彼
女
ら
の
学

生
生
活
を
よ
り
有
意
義
な
も
の

と
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

英
米
文
化
学
科
で
は
、
平
成
四

年
度
よ
り
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
す
事
と
、
異

文
化
理
解
を
深
め
る
事
を
教
育

目
標
と
し
て
、
三
年
次
生
を
対
象

に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
に
あ
る
名
門
女
子
大
学
ミ

ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ（
以
下
ミ
ル
ズ
と

略
す
）で
語
学
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

第
十
六
回
目
と
な
る
今

年
度
は
、
英
米
文
化
学
科
の

二
・
三
年
生
合
同
で
九
月
二

日（
日
）か
ら
二
十
四
日（
月
）

ま
で
の
二
十
三
日
間
、
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
九
月
が
新
学
期
で
あ
り
、

最
近
は
ミ
ル
ズ
の
学
生
だ

け
で
寮
が
満
杯
に
な
る
た

め
、
本
学
の
学
生
は
ア
メ
リ

カ
滞
在
初
日
か
ら
二
名
一

組
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま

し
た
。
幸
い
今
年
も
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
恵
ま
れ
、
三
週
間
家
族

と
と
も
に
生
活
を
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
文
化
や
家
族
の
あ
り

様
を
学
び
、
有
益
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ミ
ル
ズ
で
は
午
前
九
時
三
十

分
〜
十
二
時
ま
で
、
教
師
二
名
が

そ
れ
ぞ
れ
七
名
二
ク
ラ
ス
を
担

当
し
て
、
大
変
す
ば
ら
し
い
授
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後

は
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
ま

で
十
四
名
一
ク
ラ
ス
を
一
名
の

教
師
が
担
当
し
て
、
ア
メ
リ
カ
文

化
を
中
心
に
有
意
義
な
授
業
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
毎
週
火
・
木
の
二
日
間

は
十
五
時
〜
十
六
時
三
十
分
ま

で
、
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
在
校

生
が
三
名
、
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー（
以
下
Ｃ
Ｐ
と
略

す
）と
し
て
、
四
〜
五
名
の
学
生

に
つ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
聖
徳
大

生
は
、
同
世
代
の
Ｃ
Ｐ
と
の
ア
ク

テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
や
生
活
体
験
を
通

し
て
会
話
力
を
伸
ば
す
と
同
時

に
、
彼
女
た
ち
の
考
え
方
や
思
想

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
実
り

多
い
語
学
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ル
ズ
で
の
勉
強
の
合

間
を
縫
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
の
バ
ー
ク
レ
イ
校
に
行
き
、

学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
球
場
で
ア
メ
リ

カ
ン
リ
ー
グ
の
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ

ナ
ー
ズ
対
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
の
野
球
観
戦
や
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
カ
ラ
ン
劇

場
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し

て
、異
文
化
芸
術
を
堪
能
す
る

機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
一
日
研
修
ツ

ア
ー
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー

ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
市
内
観

光
や
フ
ィ
ッ
シ
ャ
マ
ン
ズ
・
ワ
ー

フ
で
の
昼
食
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗

車
な
ど
、
授
業
を
離
れ
て
心
に
残

る
楽
し
い
ひ
と
時
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
語

学
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で

英
語
づ
け
の
生
活
と
異
文
化
体

験
を
通
し
て
、
英
語
力
を
一
層
深

め
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
こ

の
貴
重
な
体
験
を
英
語
の
上
達

へ
と
結
び
つ
け
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

第
四
十
三
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

終
え
て

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
つ
い
て

ア
メ
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語
学
研
修
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い
て
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メ
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研
修
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い
て

ア
メ
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学
研
修
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い
て

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
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学
研
修
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い
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メ
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十
月
十
三
日（
土
）、
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
聖
徳
大
学
川
並
香

順
記
念
講
堂
に
て
、
今
年
度
の
音

楽
科
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
部
構

成
で
、
第
一
部
は
ソ

リ
ス
ト
の
演
奏
、
第

二
部
は
女
声
合
唱
と

吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
し
た
。

６
Ｍ
渡
會
さ
ん
の
電
子
オ

ル
ガ
ン
独
奏
で
始
ま
り
、
５

Ｍ
落
合
さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
、

５
Ｗ
安
藤
さ
ん
の
マ
リ
ン
バ
、

４
Ｍ
子
島
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、

６
Ｍ
高
橋
さ
ん
の
フ
ル
ー

ト
、
６
Ｍ
松
本
さ
ん
の
ソ
プ

ラ
ノ
と
続
き
、一
部
の
最
後
は

６
Ｍ
大
江
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

独
奏
で
し
た
。

ソ
リ
ス
ト
の
生
徒
た
ち

は
自
分
の
持
ち
味
、
個
性
を

発
揮
し
、
質
の
高
い
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
音
楽

科
兼
任
講
師
木
村
先
生
の
指
揮

の
も
と
、
音
楽
科
Ｍ
組
の
生
徒
に

よ
る
女
声
合
唱
で
、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
作
曲
の
「
三
つ
の
モ
テ
ッ

ト
」
よ
り〝
来
た
れ
主
よ
〞と〝
子

供
た
ち
よ
　
賛
美
せ
よ
〞の
二
曲

を
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
が
付
い
て

お
り
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
担
当

し
た
の
は
、
６
Ｍ
中
澤
さ
ん
で
す
。

川
並
香
順
記
念
講
堂
に
荘
厳
な

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
響

き
渡
り
、
ま
さ
に
教
会
の
中
に
い

る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
一
曲
目
は
、
今
年

九
月
に
行
わ
れ
た
第
十
三
回
東

関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、

千
葉
県
代
表
と
し
て
演
奏
し
た

「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」で
し
た
。

ソ
ロ
の
部
分
が
多
く
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
高
い
技
術
が
要
求
さ

れ
る
曲
で
す
。
当
日
の
演
奏
も
東

関
東
大
会
と
同
じ
く
、
緊
張
感
の

あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
で
し

た
。
そ
の
後
、
雰
囲
気
は
が
ら
っ

と
変
わ
り
、
吹
奏
楽
部
生
徒
全
員

に
よ
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏
し
た

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
来
賓
や
保

護
者
の
方
々
も
大
い
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
三
日（
土
）、
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
中
「
聖
徳
に
こ
に
こ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
は
、
十
月
中
旬
よ
り

校
舎
五
階
の
壁
面
に
「
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り
」
の
垂
れ
幕
を
掲
げ

気
持
ち
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
に
こ
に
こ
ま
つ
り
を
楽
し

み
に
来
園
、
来
校
さ
れ
る
方
々
が
、

楽
し
く
満
足
で
き
る
一
日
に
な
る

よ
う
に
、
一
年
生
は
自
分
達
の
役

割
り
分
担
を
決
め
て
、
責
任
を
持

っ
て
準
備
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
で
パ
ー
ト
分
割
を
行

い
、
能
率
よ
く
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
、
遊
び
の
工
夫
を
し
、
階

段
や
廊
下
は
、
飾
り
付
け
が
な
さ

れ
魔
法
が
か
か
っ
た
よ
う
な
空
間

に
変
身
し
ま
し
た
。

児
童
文
化
Ⅱ
の
人
形
劇
は
、
子

ど
も
達
の
大
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
児
童
文
化
Ⅲ
は
子
ど
も
達
の

心
の
中
に
残
り
、
伝
承
し
て
い
き

た
い
昔
ば
な
し
を
絵
巻
物
と
し
て

仕
上
げ
、
教
材
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
手
作
り
お
も
ち

ゃ
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
授
業
の
一
環
と
し
て
協
力
し
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
人
間
関
係
の

大
切
さ
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
新
企
画
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
」
と
し
て
、
卒
業
生
の

集
い
の
部
屋
も
開
か
れ
ま
し
た
。

二
年
生
も
当
日
全
員
参
加
し
、

幼
稚
園
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
行
事
の
あ
り
方
を

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
達

が
行
事
を
通
し
て
感
じ
た
事
、
考

え
る
時
間
を
持
て
た
事
に
意
義
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
者
と
し

て
の
成
長
に
役
立
っ
て
い
く
と
確

信
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
笑
顔
が
来
年
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

去
る
十
月
六
日（
土
）・
七
日

（
日
）、
爽
や
か
な
青
空
の
下
、
附

属
中
学
校
・
高
等
学
校
の
第
二
十

五
回
聖
徳
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
の
聖
徳
祭
の
テ
ー

マ
は
「『
虹
』
〜
明
日
へ

つ
な
が
る
道
〜
」
で
、
自

分
達
の
気
持
ち
を
虹
の

七
色
に
表
現
し
、
そ
れ

に
向
け
て
夏
休
み
前
か

ら
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。聖

徳
祭
実
行
委
員
長

は
「
雨
上
が
り
の
澄
ん

だ
空
に
架
か
っ
た
虹
の

輝
き
は
、
見
て
い
る
だ

け
で
暖
か
い
気
持
ち
に

な
り
、
私
達
自
身
そ
ん

な
風
に
輝
け
た
ら
」
と
、

そ
し
て
、
明
和
会
会
長

は
「
虹
と
い
う
の
は
見

た
人
を
一
瞬
で
喜
ば
せ
、

元
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
聖
徳
祭
も
、
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
来
て
い

た
だ
い
た
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
一
生
懸
命
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で

開
催
し
た
聖
徳
祭
当
日
は
、
大

勢
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

一
日
目
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
中
学

生
は
英
語
劇
コ
ン
テ
ス
ト
、
高

校
生
は
準
備
を
兼
ね
て
の
会
場

公
開
が
内
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
一
般
公
開
日
で
、

お
客
様
は
、
高
校
二
年
生
が
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
デ
ザ
イ
ン
・
製
作
し

た
、
校
門
に
あ
る
ア
ー
チ
を
く

ぐ
り
校
内
に
招
か
れ
ま
す
。

九
時
に
開
会
し
、
二
日
間
で

来
場
者
は
昨
年
を
越
え
て
約
二

千
九
百
名
を
数
え
ま
し
た
。
こ

の
数
か
ら
も
年
間
を
通
し
て
本

校
の
一
番
大
き
な
行
事
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
今
回
は
、
七
十
七

団
体
八
十
五
企
画
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

お
客
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見

る
と
全
体
の
九
十
五
・
六
％
の
方

が
展
示
や
発
表
に
対
し
て
、
又
、

来
校
者
に
対
し
て
の
生
徒
の
応

対
に
つ
い
て『
大
変
良
い
』、『
良
い
』

と
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
今
回

の
聖
徳
祭
が
非
常
に
好
評
だ
っ

た
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。
中
に

は
「
私
立
の
文
化
祭
ら
し
く
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
も
い
ま
し
た
。
生
徒
達
だ

け
が
お
祭
り
騒
ぎ
を
し
て
楽
し

む
よ
う
な
文
化
祭
で
は
な
く
、

節
度
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

明
和
会
役
員
、
各
種
委
員
会

の
委
員
長
で
構
成
さ
れ
る
聖
徳

祭
実
行
委
員
の
生
徒
や
、
後
援

会
評
議
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

保
護
者
の
方
々
、
更
に
生
徒
と

共
に
展
示
会
場
準
備
に
携
わ
っ

た
教
職
員
全
て
の
力
が
結
集
し

た
結
果
、
こ
の
聖
徳
祭
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

十
月
十
四
日（
日
）、秋
晴
れ
の
中
、

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
と
の
合
同

運
動
会
が
、
隣
接
の
港
区
立
三
田

中
学
校
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
に
つ
い
て
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、専
門
学
校
生
に

よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
、ダ
ン
ス
、ク
ラ
ス

対
抗
リ
レ
ー
に
加
え
、
三
田
幼
稚

園
園
児
と
の
ダ
ン
ス
に
学
生
達
が

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
児
の
明
る
い
笑
顔
を
前
に
、
幼

児
教
育
の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し
さ

を
改
め
て
学
生
一
人
ひ
と
り
が
実

感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

恒
例
の
仮
装
行
列
で
は
、
園
児

や
保
護
者
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、人
気
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
題
材
に
し
て
、昼
休
み
、

放
課
後
を
利
用
し
、ク
ラ
ス
一
丸
と

な
っ
て
作
成
し
た
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
保
護
者
の
方

や
園
児
の
綱
引
き
を
見
学
し
、
さ

ら
に
自
分
た
ち
も
綱
引
き
に
参
加

す
る
こ
と
で
心
を
一
つ
に
ま
と
め
、

力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
素
晴

ら
し
い
事
か
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
の
運
動
会
も
瞬
く
間

に
終
了
し
、
後
片
付
け
に
も
全
員

参
加
す
る
こ
と
で
、
演
技
、
競
技

を
す
る
立
場
と
、
そ
れ
を
支
え
る

役
割
の
両
方
が
経
験
で
き
る
、
専

門
学
校
な
ら
で
は
の
貴
重
な
合
同

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
心
に
残

る
、
将
来
現
場
に
出
た
と
き
に
役

に
立
つ
、
充
実
し
た
思
い
出
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

八
月
二
十
三
日（
木
）か
ら
二
十

四
日（
金
）ま
で
、彩
の
国
く
ま
が
や

ド
ー
ム
体
育
館（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

を
会
場
に
第
六
十
二
回
国
民
体
育

大
会（
秋
田
国
体
）関
東
ブ
ロ
ッ
ク

新
体
操
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
は
聖
徳
高
校
の
み
の
単

独
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
挑
み
ま

し
た
。
結
果
は
ロ
ー
プ
・
円
城
寺

春
香
が
五
位
、
フ
ー
プ
・
明
石
悠

理
恵
が
一
位
、
ク
ラ
ブ
・
秋
山
幸
が

一
位
、
リ
ボ
ン
・
高
橋
莉
奈
が
一
位

で
、
個
人
総
合
第
一
位
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
の
四
名
に
市

川
奈
奈
が
加
わ
っ
た
団
体
に
お
い

て
は
、
東
京
に
次
ぐ
第
二
位
と
な

り
、
個
人
と
団
体
の
総
合
で
、

第
二
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

平
成
十
七
年
に
茨
城
県
勢

と
し
て
三
十
一
年
ぶ
り
の
国

体
出
場
を
果
し
た
後
、
三
年
連

続
の
本
国
体
出
場
と
な
り
ま

し
た
。
ど
の
種
目
も
ノ
ー
ミ
ス

で
完
璧
に
近
い
演
技
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
位
は

取
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
選
手
の

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
演
技
と
精
神

力
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
正
々
堂
々

と
戦
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

九
月
三
十
日（
日
）か
ら
十
月
一
日

（
月
）ま
で
行
わ
れ
た
第
六
十
二
回

国
民
体
育
大
会（
秋
田
国
体
）で
は
、

フ
ー
プ
・
明
石
悠
理
恵
が
第
二
位

と
健
闘
し
、
個
人
総
合
第
十
一
位
、

団
体
で
は
第
十
七
位
、
個
人
と
団

体
の
総
合
で
、
第
十
五
位
と
い
う

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
躍
を
ば
ね
に
、

こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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合同運動会
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附
属
小
学
校
の
三
年
生
は
、
十

月
五
日（
金
）に
近
隣
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ベ
ル
ク
ス
」
に
社

会
科
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
学
先
に
選

ん
だ
理
由
は
、
自
分
の
家
庭
が
、

普
段
ど
こ
で
買
い
物
を
し
て
い
る

か
の
「
買
い
物
調
べ
」
を
し
た
結

果
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

見
学
で
は
「
お
店
の
人
が
ど
ん
な

工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る
の
か
」、

「
お
店
の
奥
で
は
ど
ん
な
仕
事
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
」
な
ど
児
童

が
自
分
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め

に
、
進
ん
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
。
仕
事
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

店
員
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
答
え
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

児
童
は
、
普
段
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

奥
を
見
学
し
、
肉
を
切
る
機
械
を

見
た
り
、
魚
を
包
装
す
る
機
械
に

触
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
場

面
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
目
は

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

特
に
驚
い
た
の
は
、
自
分
の
部
屋

ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
冷
蔵
庫
で
し

た
。
み
ん
な
で
中
ま
で
入
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
お
店
の

人
の
た
く
さ
ん
の
工
夫
や
努
力
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普

段
の
買
い
物
で
も
、
家
族
の
人
と

お
店
の
工
夫
に
つ
い
て
会
話
し
な

が
ら
買
い
物
し
て
い
る
児
童
が
増

え
た
そ
う
で
す
。

十
月
七
日（
日
）、
附
属
第
二
幼

稚
園
の
運
動
会
で
、
附
属
小
の
代

表
児
童
が
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
を

披
露
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は

一
年
生
七
名
、
二
年
生
三
名
、
三

年
生
六
名
の
計
十
六
名
で
し
た
。

全
員
が
附
属
第
二
幼
稚
園
の
卒

園
生
と
い
う
こ
と
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
た
時
は
、
会
場
か
ら
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
「
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
」「
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
」

「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」
な
ど
の
技
が
ク
ラ

ブ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
テ
ン
ポ
の
良
い

曲
に
乗
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
参
加
に
あ
た

り
、
約
二
週
間

に
わ
た
る
朝

と
休
み
時
間

の
特
別
練
習

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
児
童
の

上
達
は
め
ざ

ま
し
く
、
参
加

し
た
児
童
の

保
護
者
か
ら
は
、「
突
然
う
ま
く
乗

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
附
属
幼
稚
園
の
運

動
会
に
は
雨
の
た
め
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
附
属
幼
稚
園
出

身
の
二
十
四
人
の
代
表
児
童
も
一

生
懸
命
練
習
し
、
技
に
磨
き
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

今
、
一
輪
車
が
幼
稚
園
の
運
動

会
で
の
パ
レ
ー
ド
を
き
っ
か
け
に
、

一
年
生
の
間
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
乗
れ
な
か
っ
た

児
童
が
、
乗
れ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。
こ
の
波
に
乗
っ
て
、
児

童
全
員
が
一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

十
月
二
十
日（
土
）、
心
配
だ
っ

た
天
気
も
回
復
し
、
附
属
小
学
校

の
聖
徳
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

当
日
は
、
千
人
近
い
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
の
聖
徳
祭
は
三

つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
目
は
、
全
校
児
童
に
よ

る
舞
台
発
表
。
二
つ
目
は
、
各
学

年
の
展
示
発
表
。
三
つ
目
は
、
後

援
会
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

で
す
。

一
つ
目
の
舞
台
で
は
、
一
年
生

は
劇
「
ザ
リ
ガ
ニ
た
ん
け
ん
た

い
」、
二
年
生
は
音
楽
劇
「
ス
イ

ミ
ー
」、
三
年
生
は
群
読
「
泣
い

た
赤
オ
ニ
」、
四
年
生
は
劇
「
六

月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」、
五
年
生
は

和
太
鼓
演
舞
「
銀
河
」、
六
年
生

は
卒
業
演
奏
「
カ
ル
メ
ン
」
組
曲

を
発
表
し
ま
し
た
。ど
の
発
表
も
、

こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
が
感
じ

ら
れ
る
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

二
つ
目
の
展
示
で
は
、各
学
年

の
生
活
科
、社
会
科
、国
語
科
の

学
習
成
果
や
、
全
学
年
の
図
工

作
品
・
書
写
作
品
・
礼
法
作
品
、

五
・
六
年
生
の
家
庭
科
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
作
品
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
熱
心
に
見
て
い
る
親
子
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

三
つ
目
の
後
援
会
の
催
し
で

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
茶
房
、
喫
茶
、

バ
ザ
ー
、
そ
し
て
児
童
が
最
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
「
お
ま
つ
り
ひ

ろ
ば
」
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

舞
台
発
表
の
終
わ
り
に
行
わ

れ
る
全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「
輝
け

聖
徳
」
で
は
、
学
校
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
く
附
属
小
学
校
の
姿
を
、
歌

や
合
奏
や
呼
び
か
け
で
発
表
し

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
、
十
六
枚
の

カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
て
完
成

さ
せ
る
「
和
の
カ
ー
ド
」
の
今
年

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
二
年
生
の
山

田
創
太
く
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
採

用
さ
れ
、
当
日
は
六
年
生
の
代

表
児
童
に
よ
り
、
見
事
に
組
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

来
校
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
劇
・
舞

台
発
表
等
が
、
ど
の
学
年
も
素
晴

ら
し
く
、
感
激
し
ま
し
た
。」
と
の

声
に
励
ま
さ
れ
、
来
年
度
も
よ
り

一
層
充
実
し
た
聖
徳
祭
に
で
き
る

よ
う
、
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
が

心
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
店
の
工
夫
が
分
か
っ
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
見
学

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
、

近
隣
の
港
区
立
御
田
小
学
校

一
・
二
年
生
と
年
長
松
組
と
の

交
流
会
が
十
月
三
日（
水
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
は
、
小

学
校
一
・
二
年
生
が
自
分
で
考

え
た
お
も
ち
ゃ
を
、
作
り
方
か

ら
遊
び
方
ま
で
教
え
て
く
れ
る

手
作
り
の
遊
び
の
会
で
す
。
年

長
組
の
園
児
達
も
小
学
校
の
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
で
普
段
と
は
違
っ

た
緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、

小
学
生
の
優
し
い
言
葉
に
安
心

し
、
作
る
も
の
へ
の
興
味
を
膨

ら
ま
せ
て
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
三
田
幼
稚
園
の
卒
園
生
も

毎
年
入
学
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
小
学
生
は
後
輩
の
年
長
組

の
園
児
が
来
る
こ
の
日
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
、
笑
顔
で
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
幼
稚

園
で
は
年
長
組
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
園
児
達
も
、

優
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
た

り
、
手
を
引
い
て
も
ら
っ

た
り
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
し
た
。
園
児
か
ら
も
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
行

き
た
い
」「
幼
稚
園
と
お
部

屋
が
違
っ
た
」
な
ど
と
聞

か
れ
、
大
事
に
作
っ
た
物

を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
し
た
が
小
学
生

と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を

持
つ
こ
と
で
、小
学
校
へ
の

関
心
も
膨
ら
み
、
期
待
も
高
ま

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
校

長
先
生
か
ら
は
「
幼
稚
園
を
卒

園
し
た
児
童
が
、
後
輩
の
園
児

や
先
生
方
の
来
校
を
喜
び
、
心

に
残
る
訪
問
で
し
た
」
と
伺
い

ま
し
た
。
今
後
も
交
流
の
会
を

続
け
、
和
を
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信
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秋
の
遠
足
は
、
五
歳
児
松
組

は
高
尾
山
に
行
き
、
四
歳
児
梅

組
は
三
歳
児
桜
組
と
合
同
で
府

中
市
郷
土
の
森
に
行
き
ま
し

た
。お

母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た

お
弁
当
を
背
負
っ
た
園
児
達
は

園
バ
ス
に
乗
り
、
期
待
を
膨
ら

ま
せ
、
緑
の
豊
か
な
郷
土
の
森

に
到
着
し
ま
し
た
。
最
初
の
見

学
は
昔
の
建
築
物
で
す
。
現
在

の
建
築
物
と
昔
の
建
築
物
と
の

違
い
を
話
し
な
が
ら
太
陽
の
光

を
あ
び
て
、
虹
の
見
え
る
噴
水

や
、
芝
生
の
広
場
に
荷
物
を
置

い
て
、
散
策
に
出
掛
け
ま
し
た
。

水
車
を
見
て
は
「
速
く
回
っ
た

り
、
遅
く
な
っ
た
り
し
て
い
る

よ
！
」
と
驚
い
た
り
、
水
の
力

で
回
っ
て
い
る
と
い
う
仕
組
み

に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
稲
刈
り
さ
れ
た
ば
か
り
の

お
米
を
見
た
り
、「
ト
ト
ロ
に
会

え
る
か
な
ぁ
」
と
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
通
っ
た
萩
の
ト
ン
ネ
ル
、

そ
し
て
匂
い
に
誘
わ
れ
て
た
ど

り
着
い
た
所
に
は
金
木
犀
の
木

が
あ
り
ま
し
た
。「
大
き
な
ど
ん

ぐ
り
お
土
産
に
し
た
い
な
ぁ
」

と
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
な
が
ら
広

場
ま
で
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
そ

し
て
待
ち
に
待
っ
た
お
弁
当
も

皆
残
さ
ず
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。「
ご
み
は
捨
て
ち
ゃ
い
け
な

い
ん
だ
よ
ね
」
と
お
弁
当
の
ゴ

ミ
を
鞄
の
中
に
し
ま
う
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
公
衆
道
徳
を
守
り
、

環
境
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
も
大
切
な
今
回
の
遠

足
の
ね
ら
い
で
す
。
園
児
達
な

り
に
公
共
の
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

と
考
え
、
行
動
す
る
姿
に
保
育

者
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

午
後
は
広
場
で
思
い
っ
き
り
走

っ
た
り
、
丘
の
上
か
ら
ご
ろ
ご

ろ
転
が
っ
て
み
た
り
、
存
分
に

自
然
に
触
れ
て
過
ご
し
た
一
日

で
し
た
。

秋
の
自
然
に
触
れ
て
、
昔
の

風
情
あ
る
建
築
物
を
見
学
し
、

普
段
の
保
育
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
沢
山
の
経
験
が
で

き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
港
区
立
御
田
小
学
校
と
の
交
流
会
〜

三
田
幼
稚
園

心
が
一
つ
に
な
っ
た
聖
徳
祭

秋
の
遠
足

多
摩
中
央
幼
稚
園

●

子
ど
も
が
輝
い
た
聖
徳
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
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九
月
三
十
日（
日
）に
予
定
し

て
い
た
運
動
会
は
、
雨
の
た
め

延
期
と
な
り
、
十
月
三
日（
水
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
待
ち
に
待

っ
た
運
動
会
は
園
児
達
が
作
っ

た
沢
山
の
て
る
て
る
坊
主
が
見

守
る
中
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が

響
き
、
開
会
式
を
迎
え
ま
し
た
。

平
日
と
な
っ
た
こ
と
で
園
児
の

競
技
を
す
べ
て
午
前
中
に
行
う

な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
も

あ
り
ま
し
た
が
、
思
っ
た
以
上

に
父
親
や
祖
父
母
の
方
の
参
加

も
多
く
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
な

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
戸
外
で
行
う
総
合
的
な
表

現
活
動
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

運
動
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
ズ
ム
表

現
や
製
作
、
言
葉
で
の
表
現
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
活
動
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
け

っ
こ
、
三
才
児
・
四
才
児
に
よ
る

遊
戯
や
玉
入
れ
、
五
才
児
の
マ

ス
ゲ
ー
ム
、
障
害
物
競
走
、
鈴

割
り
等
、
各
々
の
発
達
段
階
を

考
慮
し
た
競
技
等
が
次
々
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
最
後
は
、
四
才

児
・
五
才
児
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
で
す
。
小
さ
な
リ
ン
グ
の

バ
ト
ン
を

ど
の
園
児

も
懸
命
に

つ
な
ぎ
、

選
手
も
観

客
も
一
つ

に
な
り
、

運
動
会
な

ら
で
は
の

興
奮
と
大

き
な
感
動

を
共
感
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。午

後
は

母
親
、
父
親
、
祖
父
母
、
そ
し
て

未
就
園
児
等
の
競
技
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
、
母
と
子
の
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
で
す
。
ど
の
親
子
も

皆
、
に
こ
や
か
で
楽
し
そ
う
に

踊
り
、
微

笑
ま
し
く

あ
た
た
か

い
雰
囲
気

の
内
に
終

え
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

園
児
達

は
こ
の
運

動
会
を
通

し
て
、
体

を
動
か
す

こ
と
の
気

持
ち
良
さ

や
、
ル
ー

ル
を
守
る
事
、
頑
張
る
事
の
大

切
さ
を
経
験
し
、
ま
た
一
回
り

成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

園
児
達
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
運
動
会
が
、
十
月
七

日（
日
）、
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、

東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

入
園
・
進
級
後
、
体
を
動
か
し

て
来
た
運
動
面
の
成
長
や
友
達

と
一
緒
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
姿
を
見
て
い
た
だ
け
る
良
い

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
自
信
に
満
ち

た
表
情
で
入
場
行
進
を
し
て
、

全
園
児
で
準
備
体
操
の
た
け
の

こ
体
操
を
行
い
、
体
を
ほ
ぐ
し

た
後
、
元
気
一
杯
か
け
っ
こ
を

行
い
ま
し
た
。
学
年
に
よ
り
走

る
距
離
が
少
し
ず
つ
長
く
な
り

ま
す
が
、
ど
の
園
児
も
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
一
生
懸
命
走
り
切

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

年
長
児
は
、
友
達
に
負
け
な

い
と
い
う
競
争
意
欲
も
芽
生
え
、

と
て
も
真
剣
な
表
情
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
幼
稚

園
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た

遊
戯
を
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
踊
る
事

も
で
き
ま
し
た
。

年
少
児
は
「
ド
ラ
え
も
ん
」
に

な
り
き
っ
て
踊
り
、
年
中
児
は

「
動
物
園
」
を
テ
ー
マ
に
元
気
一

杯
動
物
を
表
現
し
、
年
長
児
は

ワ
ン
ズ
や
ボ
ン
ボ
ン
、
バ
ル
ー

ン
と
様
々
な
手
具
を
使
い
学
年

が
一
つ
に
な
っ
て
「
遊
園
地
」
を

テ
ー
マ
に
踊
る

事
が
で
き
ま
し

た
。
又
、
年
長

児
ら
し
く
綱
引

き
や
リ
レ
ー
に

も
挑
戦
し
大
盛

況
の
中
、
行
な

う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
保
護

者
の
方
の
競
技

や
綱
引
き
は
大

迫
力
で
、
見
て

い
る
園
児
達
も
大
喜
び
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
援
の
中
、
最
後

ま
で
一
生
懸
命
取
り
組
む
事
が

で
き
ま
し
た
。
園
児
達
や
保
護

者
の
方
に
と
っ
て
も
、
思
い
出

に
残
る
運
動
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
運
動
会
は
、
日
常
生
活

の
中
で
培
っ
て
い
る
体
力
面
の

成
長
や
発
達
を
見
て
頂
け
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
す
。
保
護
者

か
ら
「
年
長
組
に
な
る
と
一
人

ひ
と
り
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す

ね
。」「
リ
レ
ー
の
走
り
方
も
素

晴
ら
し
い
で
す

ね
。」
等
、
お
誉

め
の
言
葉
を
頂

き
、
日
常
生
活

で
基
本
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け

る
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま

す
。
汗
と
涙
と

感
動
の
運
動
会

と
な
り
ま
し

た
。

ま
だ
残
暑
が
残
る
九
月
十
日

（
月
）に
『
新
京
成
バ
ス
見
学
ツ

ア
ー
』
に
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
『
バ
ス
の
日
』
に
ち

な
ん
で
松
戸
新
京
成
バ
ス
株
式

会
社
の
初
め
て
の
企
画
に
招
待

を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
見
学
の
話
を
す
る
と
園

児
達
は
皆
で
飛
び
上
が
っ
て
喜

び
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

事
前
に
乗
り
物
に
関
す
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

バ
ス
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を

し
、
園
児
の
期
待
が
更
に
高
ま

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
昔

の
バ
ス
の
役
割
や
名
前
の
由
来

を
知
る
と
、
身
近
な
乗
り
物
で

あ
る
バ
ス
が
特
別
な
乗
り
物
に

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
当

日
、
迎
え
に
来
た
観
光
バ
ス
に

乗
り
込
む
と
、
大
き
な
歓
声
を

あ
げ
バ
ス
の
中
を
見
渡
し
た
り

と
嬉
し
い
気
持
ち
を
抑
え
切
れ

な
い
様
子
で
し
た
。

小
金
原
の
バ
ス
案
内
所
を
経

由
し
、
紙
敷
の
車
庫
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
案
内
所
で
は
生
ま

れ
て
初
め
て
バ
ス
に
乗
っ
た
ま

ま
、
バ
ス
専
用
の
大
き
な
洗
車

機
の
中
を
通
り
、
水
飛
沫
を
目

の
前
に
し
て
大
興
奮
で
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。
紙
敷
の
車

庫
で
は
、
整
備
の
為
に
機
械

で
持
ち
上
げ
ら
れ
た
バ
ス

を
見
て
、「
す
ご
い
！
バ
ス

の
病
院
だ
！
」
と
普
段
は

見
る
事
の
で
き
な
い
バ
ス

の
仕
組
み
と
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
の
ス
ケ

ッ
チ
を
し
た
り
、
バ
ス
会

社
の
方
に
記
念
写
真
を

撮
っ
て
頂
い
た
り
と
楽

し
く
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
、
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
園
児
達
の
為
に
細
か

い
所
ま
で
配
慮
し
て
下
さ
っ
た

新
京
成
バ
ス
の
皆
様
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

附
属
第
三
幼
稚
園
で
は
、
避

難
訓
練
の
他
に
緊
急
時
の
安
全

確
保
の
た
め
に
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
九
月
二
十
八
日（
金
）に

交
通
安
全
指
導
、
十
月
九
日

（
火
）に
不
審
者
侵
入
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

成
田
市
交
通
防
犯
課
に
よ
る

交
通
安
全
指
導
で
は
、
お
話
を

伺
い
、
ビ
デ
オ
視
聴
後
園
児
に

対
し
て
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
」
Ｑ
＆
Ａ
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
「
信
号
の
な
い
交
差
点
で
気
を

つ
け
る
こ
と
は
？
」

Ａ
「
自
動
車
が
来
な
い
か
、
右
を

見
て
左
を
見
て
、
そ
し
て
ま

た
右
を
見
て
か
ら
右
手
を
上

げ
て
渡
る
」

Ｑ
「
道
を
歩
く
と
き
に
注
意
す
る

こ
と
は
？
」

Ａ
「
お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
車

道
側
を
お
母
さ
ん
が
歩
く
」

と
い
っ
た
事
や
、
幼
稚
園
の
廊

下
や
階
段
を
歩
く
時
の
注
意
や

出
会
い
頭
の
事
故
を
防
ぐ
為
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
田
警
察
署
生
活
安
全
課
に

よ
る
不
審
者
侵
入
訓
練
で
は
、

お
ま
わ
り
さ
ん
の
お
話
を
聞

き
、
紙
芝
居
を
見
て
、
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
合
言
葉
「
お

か
し
も
」
と
、
不
審
者
に
対
し

て
の
合
言
葉
「
い
か
の
お
す
し
」

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

「
お
か
し
も
」
は
、
押
さ
な
い
、

駆
け
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、

戻
ら
な
い
で
す
が
、「
い
か
の
お

す
し
」
は
、
知
ら
な
い
人
に
つ

い
て
い
か
な
い
の
「
い
か
」、
知

ら
な
い
車
に
の
ら
な
い
の「
の
」、

お
お
き
な
声
を
出
す
の「
お
」、

す
ぐ
に
逃
げ
る
の
「
す
」、
大
人

の
人
に
し
ら
せ
る
の
「
し
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
教
職
員
に
は
幼
稚
園

に
不
審
者
が
侵
入
し
て
き
た
時

の
対
処
法
と
し
て
、
実
際
に
刺

股
を
使
っ
て
の
訓
練
を
し
ま
し

た
。
刺
股
は
、
侵
入
者
を
捕
ま

え
る
為
だ
け
で
は
な
く
、
園
児

を
安
全
に
避
難
さ
せ
、
警
察
が

来
る
ま
で
の
間
、
防
御
す
る
た

め
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

刺
股
に
代
用
で
き
る
も
の
と
し

て
ど
ん
な
も
の
が
園
内
に
あ
る

の
か
を
探
す
な
ど
、
実
践
さ
な

が
ら
に
訓
練
し
ま
し
た
。

今
後
も
日
頃
か
ら
防
犯
訓
練

を
実
施
し
て
、
幼
稚
園
生
活
が

安
全
に
送
れ
る
よ
う
に
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た
運
動
会

附
属
幼
稚
園

緊
急
時
の
対
応
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

附
属
第
三
幼
稚
園

新
京
成
バ
ス
見
学
ツ
ア
ー

附
属
第
二
幼
稚
園

運
動
会
を
終
え
て

八
王
子
中
央
幼
稚
園

十
月
二
十
五
日（
木
）、
年
中

梅
組
の
園
外
保
育
が
行
わ
れ
、

今
年
八
月
に
で
き
上
っ
た
ば
か

り
の
浦
安
市
総
合
公
園
に
遠
足

に
行
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、

園
の
玄
関
か
ら
三
才
児
と
五
才

児
に
見
送
ら
れ
、
十
分

位
歩
い
て
、
公
園
に
着

き
ま
し
た
。
公
園
は
閑

静
な
場
所
に
位
置
し
、

丘
に
た
ど
り
着
く
と
東

京
湾
が
見
渡
せ
、
海
風

が
さ
わ
や
か
に
通
り
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

公
園
の
中
ほ
ど
に
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
が
あ
り
、
園
児
達

は
遊
具
を
使
っ
た
り
、

園
か
ら
持
っ
て
き
た
ボ

ー
ル
・
な
わ
と
び
で
身

体
を
充
分
に
動
か
し
て

遊
び
、
ま
た
色
づ
き
始
め
た
葉

や
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
拾
い
集

め
た
り
し
て
秋
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
は
お
母

様
手
作
り
の
色
と
り
ど
り
の
愛

情
弁
当
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

ま
し
た
。
天
高
い
秋
空
の
下
で
、

五
感
を
通
し
て
の
体
験
が
、
園

児
達
の
発
達
に
必
要
な
経
験
と

し
て
身
に
つ
く
よ
う
、
援
助
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

潮
風
を
か
ら
だ
い
っ
ぱ
い

附
属
浦
安
幼
稚
園、
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一般Ｃ・社会人特別Ｃ 
私費留学生特別Ｃ 

２月９日（土） 
２月１０日（日） ～ ２月５日（火） １月２１日（月） 

児童学／ 
臨床心理学／ 
言語文化／ 
人間栄養学 

音楽文化 

後期 

後期 

平成20年度 入 試 日 程
■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］ ■聖徳大学附属中学校（女子）・聖徳大学附属高等学校（女子）

一般入試第Ⅱ期 １２月８日（土） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

～ １２月０６日（木） １１月２６日（月） 

■聖徳大学附属小学校（共学）

～ １月２３日（水） １月７日（月） １月２７日（日） 社会人・帰国子女・私費留学生Ｂ 

ＡＯ後期 ～ １２月１９日（水） １１月２６日（月） １２月２４日（月・祝） 

特別奨学生後期 ～ １月２３日（水） １月７日（月） １月２７日（日） 

私費留学生Ｃ ～ ３月５日（水） ２月２５日（月） ３月１１日（火） 

～ １月２３日（水） １月７日（月） １月２７日（日） ターミナル･地区試験場（選抜） 

自己推薦Ｃ ～ １２月６日（木） １１月２６日（月） １２月８日（土）※1
～ １２月６日（木） １１月２６日（月） １２月８日（土）※1公募推薦後期・地域特別推薦後期 

～ １月１８日（金） １月７日（月） ―　※2センターA
１月２８日（月）～１月３０日（水）※3～ １月２５日（金） １月７日（月） 一般Ａ 

～ ２月２０日（水） １月７日（月） ―　※2センターB
２月２２日（金）～２月２３日（土）※4～ ２月２０日（水） ２月４日（月） 一般B

～ ３月７日（金） ２月２５日（月） ―　※2センターC
３月１１日（火）～３月１２日（水）※4～ ３月７日（金） ２月２５日（月） 一般C

※１　音楽学部入試日：公募後期、地特後期、自己C １２／９（日） 
※２　音楽学部入試日：センターA １／２９（火）　センターB ２／２３（土）　センターC ３／１１（火） 
※３　一般A日程の入試日は、学科により指定日あり。 
※４　入試日自由選択制〔音楽学部は指定日：一般B ２／２３（土）　一般C ３／１１（火）〕　 

大
学
／
短
大 

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・音楽学部（女子）・
聖徳大学短期大学部（女子）

１月２８日（月） 全学部、全学科 

１月２９日（火） 児童学科、女性キャリア学科、外国語学科、演奏学科、 
音楽総合学科、介護福祉学科、総合文化学科 

１月３０日（水） 社会福祉学科、心理学科、生涯教育文化学科、 
英米文化学科、日本文化学科、人間栄養学科、保育科 

入試日 実施学科 

◎一般入試A日程　入試日別実施学科 

■聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

最終試験 願書受付期間 事前相談（予備面談） 入試区分 

AO入試（後期） １月２４日（木） ～ １月２６日（土） １月８日（火） １月２１日（月） ～ １１月２４日（土） 

前期B日程 １２月２２日（土） ～ １２月２０日（木） １１月２６日（月） 

前期D日程 １２月２２日（土） ～ １２月２０日（木） １１月２６日（月） 
後期A日程 １月２６日（土） ～ １月２４日（木） １月０８日（火） 
後期B日程 ２月９日（土） ～ ２月０７日（木） １月２８日（月） 
後期C日程 ２月２３日（土） ～ ２月２１日（木） ２月１２日（火） 
後期D日程 ３月１６日（日） ～ ３月１４日（金） ２月２５日（月） 

後期A日程 １月２６日（土） ～ １月２４日（木） １月０８日（火） 
後期B日程 ２月９日（土） ～ ２月０７日（木） １月２８日（月） 

２月２３日（土） 後期C日程 ～ ２月２１日（木） ２月１２日（火） 
後期D日程 ３月１６日（日） ～ ３月１４日（金） ２月２５日（月） 

特
別
入
試 

・ 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

入試日 願書受付期間 入試区分 研究科 課程 

博士前期４月生（Ａ日程） １月２７日（日） ～ １月２３日（水） １２月１０日（月） 
博士前期４月生（B日程） ３月０８日（土） ～ ３月０４日（火） １月２８日（月） 
博士後期４月生 ２月２４日（日） ～ １月２３日（水） １２月１０日（月） 

４月生 

■聖徳大学大学院通信教育課程［共学］
入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部推薦Ｂ・一般Ｂ １２月０８日（土） ～ １２月６日（木） １１月２６日（月） 
内部推薦Ｃ・一般Ｃ ２月２３日（土） ～ ２月２０日（水） ２月４日（月） 
内部推薦Ｄ・一般Ｄ ３月１１日（火） ～ ３月７日（金） ２月２５日（月） 

内部推薦Ｂ 
一般Ｂ・学士Ｂ・社会人特別Ｂ １２月８日（土）※5～ １２月６日（木） １１月２６日（月） 

内部推薦Ｃ 
一般Ｃ・学士Ｃ・社会人特別Ｃ ２月２３日（土） ～ ２月２０日（水） ２月４日（月） 

内部推薦Ｄ 
一般Ｄ・学士Ｄ・社会人特別Ｄ ３月１１日（火） ～ ３月７日（金） ２月２５日（月） 

編
入
学 

専
攻
科 

※5　音楽文化学科入試日：１２／９（日） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

１２月０１日（土） 推薦専願入試 ～ １１月２９日（木） １１月１３日（火） 

～ 入試日当日 １１月０５日（土） 

１月２０日（日） 選抜入試第１回（午前／午後） 

１月２２日（火） 選抜入試第２回（午前） 

２月５日（火） 選抜入試第3回（午前） 

１月２６日（土） 選抜クラス・特待入試 

～ １月１１日（金） １月０７日（月） 

～ １月２５日（金） １月１９日（土） 

１月１６日（水）または１月１７日（木） 

中
学 

高
校 

普通科 

１月１６日（水） 前期選抜単願推薦 音楽科 

１月２８日（月） 

前期選抜併願推薦 
１月１６日（水） 前期選抜単願推薦 

後期選抜 普通科 
後期選抜 音楽科 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

推薦入試 １２月０２日（日） ～ １２月０１日（土） １１月２４日（土） 
一般入試（第１回） １月０６日（日） 

～ １月０５日（土） １１月２４日（土） 
一般入試（第２回） １月０７日（月） 
一般入試（第３回） ２月９日（土） ～ ２月８日（金） ２月０２日（土） 
特待入試 １月１３日（日） ～ １月１１日（金） １１月２４日（土） 
推薦入試 １月９日（水） １２月１８日（火）・１９日（水） 

１月１１日（金）・１２日（土） 一般入試 １月１９日（土） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 
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平成１９年度第Ⅲ期（通算第４６期）SOA公開講座を、平成２０年１月
から３月にかけて開講いたします。今年度のSOA年間テーマ“家族”
にちなんだ講座や地域を取り上げた講座など、特設講座、キッチン
スタジオ、教育・心理、文学、生活・環境、社会・福祉、情報・ビジネス、
芸術・文化、健康・スポーツ、語学の１０ジャンルにわたり、約１５０の
講座をご用意し、皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。
なお、受講お申込みは１２月１２日（水）より承ります。

平成１９年度第Ⅲ期 SOA 公開講座のご案内

講 座 名 講 師 名

※語学講座として、英語・フランス語・ドイツ語・スペイン語・イタリア語・ポルトガル語・中国語・韓国語の各講座がございます。
※詳細につきましては、どうぞお気軽に、生涯学習課０４７-３６５-３６０１までおたずねください。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

旅の楽しみ方、創り方
食卓の家族論
家族の財産は誰が守るⅡ―相続について―
続・大作曲家とその家族
女性のための“おしゃれで素敵なランチPart３”
やさしい料理教室
日本語教育と日本人
将軍綱吉とある大名の命運
源氏物語入門
『十八史略』を読む ―中国の歴史を動かした英雄たちの物語―

中国茶の楽しみ
宇宙と地球２００８
旅を楽しむためのやさしい地質学
男の料理教室
「折り紙」で楽しく脳トレ♪
パーソナルカラー検定にチャレンジ
陳式健康太極拳
初歩の発音から始めるフランス語
今日から話せる旅行英会話
はじめてのドイツ語 その1 ―外国語を学ぶ楽しさを知る―

………………………………………………………福留・清水・茂木・西村

…………………………………………………………………………………室田　洋子

……………………………………甲斐　　聡

…………………………………………………………………山本まり子

……………………………長江　曜子

…………………………………………………………………………桂・今井・上野

………………………………………………………………………近藤　圭一

……………………………………………………………福留　真紀

…………………………………………………………………………………赤塚　雅己

……………進藤　英幸

………………………………………………………………………………工藤　佳治

……………………………………………………………………………木村　常在

…………………………………………………渋谷　　紘

………………………………………………………………………秋谷・桂・佐伯・上野

………………………………………………………………西川　光惠

…………………………………………………山川やえ子

……………………………………………………………………………小川　直樹

…………………………………………………小島　慶一

…………………………………………………………大木　忠郎

……………………清水　　修

第Ⅲ期 SOA 開講予定講座（抜粋）

冬の旅行に出かけよう！

ご予約･お問合せは現地フロント係が承ります。お気軽にお問合せください。 かすが荘 TEL：0267-52-2111 山中湖荘 TEL：0555-62-3111
各施設の詳細は本学園ホームページでもご覧いただけます。どうぞご覧下さい！ http：/ /www. sei toku. jp /gakuen/house/

聖徳学園の宿泊施設のご案内

冬の旅行といえば温泉は外せません。寒い冬もかすが荘
の温泉に浸かれば体の芯からぽかぽかと温まります。
また、かすが荘ではお正月には餅つきや鏡開きなど、昔な
がらの催し物が行われます。現在ではなかなか体験できな
いことかと思いますので、この機会にどうぞ、ご家族、ご友人お
誘いあわせの上、かすが荘までお越しくださいませ。

☆★平日限定宿泊プラン★☆（１２月２７日（木）まで）

１名様１泊２食付 ７,５００円
※土曜日、休祝前日はご利用になれませんのでご了承ください。
※小人（３歳～小学生）は５,８８０円となります。

☆★６０歳以上限定連泊プラン★☆（１２月２８日（金）まで）

１名様２泊４食付 １４,０００円
※休前日のご利用は１,０５０円増となります。

現在実施中の特別プラン

身も心も温かく
温泉へ 富士の裾野へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ温泉へ 富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ富士の裾野へ

信州春日温泉 かすが荘
長野県佐久市春日２２５８-１

初夢に関することわざに「一富士、二鷹、三茄子」という
ものがあるように、富士山は大変縁起がいい物とされてお
ります。新たな一年の始まりを縁起のいい、富士の裾野の山
中湖荘で過ごしてみませんか？
また、現在、山中湖花の都公園ではイルミネーションが灯
されております。幻想的なイルミネーションと美しい星空
がきっとあなたの心を温めてくれます。

◇◆DIAMOND FUJI WEEKS◆◇
（平成２０年２月２日～１７日）

富士山頂に太陽が沈む「ダイヤモンド富士」が見られ、
それにあわせアイスキャンドルの点灯が行われます。

山中湖アートイルミネーション◇◆　　　　　　 ◇◆「FANTASEUM」（平成２０年１月６日まで）
時間：午後５時～９時まで 場所：山中湖花の都公園

周辺のイベント情報

年の初めを富士の地で 聖徳学園 山中湖荘
山梨県南都留郡山中湖村平野５０６

聖徳大学児童学部・音楽学部開設を記念して、
本学の世界的なコレクションの中から、子どもた
ちに人気の高い“ピーターラビット”に関する貴重
資料と美しい音楽資料である“彩飾楽譜”を、松戸
キャンパス8号館クリスタルホール１階のギャラリー
と、利根山光人記念ギャラリーでそれぞれ公開して
います。
“ピーターラビット”の展示品は、１９０１年に自費
出版された大変貴重な「ピーターラビットのおは

なし」（私家版）やピーターラビット・シリーズ２３話すべての初版本、
英語以外の言語に翻訳された本、ビアトリクス・ポターの自筆の
手紙・クリスマスカード、イギリス王室御用達であるロイヤル・ドル
トンで製作されたフィギュア、有名な人形作家ジョン・ライトが制作
したピーターラビットのぬいぐるみなど約２００点です。
“彩飾楽譜”は、中世ヨーロッパでつくられ、色鮮やかに装飾された
豪華なもので、現在の音符とは異なる文字や記号で表現されてい
ます。この機会に是非ご覧ください。

特別展覧会 聖徳大学児童学部・音楽学部
開設記念

「ピーターラビットの世界」展
好評開催中！！
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【お問い合わせ】
聖徳大学川並記念図書館

〒271-8555 松戸市岩瀬550番地　Tel.047-365-1111（大代）

私家版　1901年

会場：聖徳大学８号館１階　クリスタルホールギャラリー
利根川光人記念ギャラリー

会期：平成２０年５月３１日まで（予定）
午前９時～午後５時
（休館　毎日曜日・祝日と

学事日程による休業日）

■聖徳大学へお越しの際は電車をご利用下さい。
松戸駅より徒歩５分（お車でのご来場はご遠慮下さい）

※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用に
なる事もできます。（５階出入口）

「中世ヨーロッパの彩飾楽譜」展
12月5日（水）より開催！！
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